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選ぶ 3 点が一直線上にあるとき，三角形が

できません。図の直線上の 4 つの点から 3

つの点を選ぶ方法は，4C3＝4C1＝4 通りで

す（選ばない点は B，I，J，C のいずれか）。

この図の中に同じような直線は 6 本あるの

で，答えは 4×6＝24 通りになります。

A

B C

D

EF G

H

I J

K

L

B CI J

A＋BC＋DEF＝ABC＋DE＋F は，次のように等し

い部分を打ち消し合うと DEA＝ADE になります。

百の位は D＝A，十の位は E＝D，一の位は A＝E
がいえるので，A＝D＝E が成り立ちます。
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　2023 番目のグループで最も右はしの数

は，はじめから数えると 4×2023＝8092
個目の数です。1 から 9 の数は 9 個の周期

①

②

2023 番目のグループ

7，8，9，1…

で繰り返されます。

8092÷9＝899 あまり

1 なので，8092 個目

の数は 1 だとわかります。4 個の数の和は

7＋8＋9＋1＝25 になります。

　8092÷9＝899 あまり 1 だったので，1
から 9 が 899 周期と，残り 1 を足します。

（1＋2＋3＋…＋9）×899＋1＝45×899＋1
＝40456 です。
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C グループの 2 つの数の決め方は 6C2＝          ＝15 通り

です。もし C が 5，6 になり，1，2，3，4 が A と B のグルー

6×5
2×1

プのとき，左のように 3 通りの分け方があ

ります。C の 2 つの数が決まり，残り 4 個

がどの場合でも，A と B の分け方は 3 通

りずつ存在するので，15×3＝45 通りです。

　ここでは仮に A のほうが B よりも早い

ものとします。グラフの状況分析をすると，

次ページの図 1 のようになり，A と B の動

きをダイヤグラムに表すと図2になります。

① A が P から Q の距離を進んだとき，B は

1250 m を進んでいます。A が１往復し，

PQ×2 の距離を進んだときは，B は 2 倍の

1250×2＝2500 m 進んでいます。これは

PQ＋1000 m＝2500 m の関係なので，PQ
＝2500 − 1000＝1500 m になります。

　A が 1500 m 進むと，B は 1250 m 進む

ので，速さ比は 1500：1250＝6：5 で，

PQ を進むのにかかった時間の比は 5：6
になります。図 2 の斜線部分の相似に注目

すると，A と B が初めてすれ違うのは

30×    ＝       分後（        分後）です。

（次のページに続く）
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1 日目は安くなったので

5760÷2＝2880 円をナダ

に替え，2880÷120＝24
ナダふえます。2 日目も

安くなったので 2880÷2
＝1440 円をナダに替え，

1440÷90＝16 ナダふえるので，40 ナダになります。2 日目は 1 ナダ＝90 円で，4 日目

は 1 ナダ＝180 円で，3 日目，4 日目の前日との比較について，次の 3 パターンを考えます。

3 日目，4 日目ともにナダを半分にしていきます。

4 日目は 10×180＝1800 円ふえたので，3 日目

の円は 5940 − 1800＝4140 円。3 日目は 20 ナダ

を 4140 − 1440＝2700 円に替えたので，1 ナダ

は 2700÷20＝135 円です。

（次のページに続く）
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3 日目はナダが半分の 40÷2＝20 ナダになりま

す。4 日目は円を半分にするので，3 日目が

5940×2＝11880 円で，5940÷180＝33 ナダを

4 日目に替えました。

3 日目には円が 11880 − 1440＝10440 円ふえた

ので，1 ナダは 10440÷20＝522 円です。

3 日目は円を半分にし 1440÷2＝720 円をナダに

替えます。4 日目はナダの半分を円に替え，

5940 − 720＝5220 円ふえたので，5220÷180＝
29 ナダ替えたことがわかります。

3 日目のナダが 29×2＝58 ナダで前日よりも

58 − 40＝18 ナダふえました。3 日目の 1 ナダは

720÷18＝40 円です。

よって，取引 3 日目の 1 ナダは最も高い場合で 522 円，安い場合で 40 円です。
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台形 ABCD の面積は（2＋5）×4÷2
＝14 cm2 です。三角形 AHD は

2×2÷2＝2 cm2，三角形 HBC は

5×2÷2＝5 cm2，三角形 ABH は

14 − （2＋5）＝7 cm2 なので，三角形

AEH の面積は 7×    ＝1.4 cm2 になり

ます。また，三角形 AGD は 2×3÷2
＝3 cm2，三角形 GBC は 5×1÷2＝
2.5 cm2，三角形 ABG は 14 − （3＋2.5）
＝8.5 cm2 なので，三角形 FBG の面積

は 8.5×    ＝3.4 cm2 になります。

よって，四角形 EFGH の面積は 14 − （2＋1.4＋2.5＋3.4）＝4.7 cm2 です。
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図のようにむすぶと，小さい円は半径が 1 cm な

ので，1 辺が 1 cm の正三角形（色のついた部分）が

12 個あらわれます。7 つの円の重なっている曲線

部分は 60×4×6＝1440 度＝4 周分にあたるので，

太線の長さは，7 周 − 4 周＝3 周分です。太線の長

さは 2×3.14×3＝6×3.14＝18.84 cm です。

65cm2

56cm2（図 1） （図 2）
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図 1 のように，正方形 CHIE を正方形 ABCD と同じ大きさの正方形で囲むと，合同な

直角三角形（★）が 4 つあらわれます。四角形 AFEI と三角形 BCE の和が 56 cm2 で，図

1 のように移動させると斜線部分（★4 つ分）の面積と等しくなります。最も大きな正方

形の面積は 65＋★×4＝65＋56＝121 cm2 だとわかります。11×11＝121 なので，図 2
の大きな正方形の 1 辺の長さは○＋●＝11 cm です。中央にできる小さな正方形は

65 − 56＝9 cm2 で，3×3＝9 なので，小さな正方形の 1 辺は● − ○＝3 cm です。和差算

の考え方をすると，○＝（11 − 3）÷2＝4 cm，●＝4＋3＝7 cm になります。正方形 BEFG
は対角線が〇〇＝8 cm なので，面積は 8×8÷2＝32 cm2 になります。
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図の斜線部分の回転体の体積を考えることと同じで

す。台形 ABCD をつくり，図のように延長すると，

三角形 EAD と三角形 EBC は相似比が 2：3 で，この

直角三角形の回転体はそれぞれ円すいになり，体積比

が 23
：33

＝8：27 です。台形 ABCD の回転体（円すい台）

の体積は 6×6×π×10×    ×           ＝285π（cm3）。

アの回転体（円柱）は 1×1×π×5＝5π（cm3），

イの回転体は（5×5 − 2×2）×π×3＝63π（cm3）なの

で，求める体積は（285 − 5 − 63）×π＝217π
                                             ＝681.38 cm3 になります。
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切り口は大きな立方体の中

点を通り，正六角形の形に

なります。各段の切った様

子は図の通りです。赤の立

方体は 15 個，青は 15 個，

白は 24 個で合計で 54 個な

ので，赤は白の     ＝    倍に

なります。
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